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I.は じ め に

近年の児童生徒をとりまく様々な環境の変化を背景

に不登校,いじめ,自殺などの問題が生じており,こ

れらの問題行動を起こす児童・生徒に共通してみられ

る個人的要因として,ライフスキルの欠如が指摘され

ている1)。ライフスキルとは,個々人が日常生活で遭遇

する要求や難しい問題に対して効果的に対処できるよ

引こ,適応的,積極的に行動するために必要な能力で

あり,その中にストレス対処,セルフェスティームも

含まれている。ライフスキルとは生きていくうえで必

要不可欠な能力であり,子どもたちが学習することが

必要とされている2)。

平成10年12月に告示された新学習指導要領3)4)の保

健分野では｢不安,悩みへの対処の仕方について理解

できるようにする(小学校)｣,｢ストレスに適切に対処

するとともに心身の調和を保つことが大切である(中

学校)｣ことが示され,学校教育におけるストレス対処

に関する教育がより重要な課題となった。

セルフェスティームとは自尊心,自尊感情,自己価

値,自己尊重,あるいは単に自己評価と訳され,自分

が価値のある存在であると感じていること,また自分

自身に肯定的な感情を持つことを意味している5)。人

間のとる行動はこのセルフェスティームの影響を強く

受けており6),セルフェスティームの高い子どもは自

分がうまくやれることを予想し,目標に対して積極的

に向かっていくのでその努力が報われることが多く,

逆にセルフェスティームの低い子どもは自分を疑い,

優柔不断であるために能力を発揮できず,仲間の影響

を受けやすい7)。セルフェスティームの形成はライフ

スキル教育の根底である8)と言われている。

川畑ら9)10)は,健康的な生活習慣をしている青少年の

セルフェスティームはそうでない青少年よりも全般的

に高く,運動習慣のある青少年のセルフェスティーム

は運動習慣のない青少年よりも高かったと報告してい

る｡村松ら11)は,好ましい健康習慣を実施している小学

生のセルフェスティームはそうでない小学生より高

く,また,村松ら12)は,喫煙に関する行動･態度･環境

が好ましい小学生は好ましくない小学生よりセルフェ

スティームが高いことを報告している。これまで健康

習慣とセルフェスティームからみた研究は多くの研究

者によってその成果8)-12)が報告されてきたが,小学生

のストレスとセルフェスティームとの関連を追究した

研究は余り多くない。

本研究は,小学校5・6年生の日常ストレスと対処

行動の実態を調べ,それらとセルフェスティームの関

連を追究して,子どもたちのストレス対処能力を育む

ための教育の手掛かりとする。
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II●調 査 方 法

1.調査対象

調査の対象は愛知県N市内の小学校3校に在学する

5~6年生計381名であり,有効回答者は369名(96.9

%)であった。対象者の性別,学年別の人数は表1に

示す通りである。

表1.対象者の学年別・性別人数

2。調査期間

平成13年9月中旬~10月下旬にかけて各小学校にお

いて実施した。

3。調査方法

調査は無記名自己記入法とし,回答し終わった用紙

はプライバシー保護のため2つ折りにして回収した。

4。調査内容

(1)日常ストレス

谷尾13)の調査で用いた30項目について経験の有無と

その程度を調査した(表2参照)。

ラザルス14)らは,心理的なストレスを大きな出来事

よりもむしろ「日常生活におけるごたごた」が病気の

発症により関連が深いとしており,しかも彼らはスト

レスとなる出来事そのものよりも,それを個人がどう

受け止め,評価し,対処するかが重要であるとしてい

る。本研究のストレスはこのラザルスの定義による。

(2)ストレス対処行動

谷尾13)の調査で用いた積極的対処行動9項目と消極

的対処行動9項目の計18項目について調査した(表4

参㈱。

(3)セルフェスティーム尺度

セルフェスティームの測定にはRosenbergのセル

フェスティーム尺度日本語版10項目15)を使用した。

5。分析方法

(1)日常ストレスの有無と程度

ストレス30項目について最近1年間の経験の有無を

尋ねた。経験があると答えた項目の合計をストレス個

数とした。さらに,経験があった場合にはそれが自分

に与えた程度を「全然平気=1点」,「まあ平気=2点」,

「大変=3点」,「とても大変=4点」の4段階で回答

させ,合計したものをストレス得点とした。得点が高

いことはストレスが高いことを表す。

(2)ストレス対処行動

対処行動18項目について「かなりそうする=2点」,

「まあそうする=1点」,「そうしない=O点」の3段

階で回答させ,対処行動合計得点とした。対処行動は

積極的対処行動と消極的対処行動に分けて比較した。

(3)セルフェスティーム尺度

10項目の質問についてそれぞれ4段階で回答させ

た。最もセルフェスティームが高い場合は40点,最も

低い場合は10点となる。

6。比較方法

データ処理は,統計パッケージSPSS for Windows

ver.10を使用した。各質問項目の回答の割合の比較に

はχ2検定,2群間の平均値の差の比較にはt検定,多

重比較には一元配置分散分析(Bonferroni 5%水準)

を使用した。

ⅡI.調 査 結 果

1.全体ならびに性別比較

(1)日常ストレスの有無

表2に示すように,日常ストレスは「試験や試合な

どで失敗した」の56.3%が最も多く,以下「自分が失

敗するのではないかと恐れた」,「友達とうまくいかな

かった」と続き,最も少なかったストレスは「小学校

を変わった」の3.6%であった。

男子の方が有意に高かったストレスは「試験や試合

などで失敗した」と「自分が重い病気になった」の2

つであり,女子の方が有意に高かったストレスは「自

分の性格のことで悩んだ」,「自分の成績のことで悩ん

だ」,「自分の顔やスタイルのことで悩んだ」の3つで

あった。

(2)日常ストレスの程度

表3では日常ストレスにおいて経験が「ある」と答

えた者のうち,その出来事が「大変」,「とても大変」

とした者の割合を示した。

割合が最も多かったのは「自分の大切なものを失っ

てしまった」の71.8%であり,以下「誰かにひどくい

じめられた」,「身近な人が重い病気になった,または

亡くなった」と続き,割合が最も低かったのは「母親

が仕事を始めた」の7.7%であった。性差がみられたの

は「自分の嫌なことをしなければならなかった」だけ

であり,女子の方が有意に高かった。

(3)ストレス対処行動

表4では困難にであった時の対処行動について「か

なりそうする」,「まあそうする」とした者の割合を示

した。全体では「信頼できる人に相談する」の89.6%

が最も多く,以下「勉強や趣味に集中する」,「困難に

立ち向かい,努力して乗り越える」,「友達の家へ遊び

に行く」と続いた。これらはいずれも積極的対処行動

であった。積極的対処行動の9項目はすべて60%以上

を示した。
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男子で最も多かったのは「ｲ言頼できる人に相談する」

の85.8%であり,以下「友達の家へ遊びに行く」,「困

難に立ち向かい努力して乗り越える」,「勉強や趣味に

集中する」と続き,女子で最も多かったのは「信頼で

きる人に相談する」の93.1%であり,以下「勉強や趣

味に集中する」,「人に話し,気持ちを分かってもらう」

と続いた。割合が低かった項目は「泣きわめいたり取

り乱したりする」の26.1%であった。

性別にみてみると,男子が有意に高かったのは「友

達の家へ遊びに行く」と「気分転換のため軽い運動を

する」の2つであり,女子が有意に高かったのは「信

頼できる人に相談する」,「人に話し,気持ちを分かっ

てもらう」,「買い物などをして気を晴らす」,「泣きわ

めいたり,取り乱したりする」の4つであった。

(4)セルフェスティーム得点(SE得点)

男子のセルフェスティーム得点の平均(標準偏差)

喪2.日常ストレスの性別比較

は26.5(5.6),女子は25.5(5.8)であり,男女間に差は

みられなかった。また,5年生27.1(6.0), 6年生25.1

(5.4)であり,5年生の方が有意に高かった。全体の平

均は26.6(5.7)であった。

(5)ストレス個数

ストレス個数の平均(標準偏差)は男子7.4(4.8),

女子8.0(5.7)であり,男女間に差はみられなかった。

全体の平均7.7(5.3)であった。

(6)ストレス得点

ストレス得点の平均(標準偏差)は男子16.5(13.5),

女子19.5(18.2)であり,男女間に差はみられなかった。

全体では18.0(16.2)であった。

(7)ストレス対処行動得点

表5に示すとおり,積極的対処行動得点は男子8.6,

女子8.5であり,消極的対処行動得点は男子5.2,女子

5.4であった。いずれも性差はみられなかった。

註1)比較:χ2検定を使用して日常ストレスの経験の割合を性別に比較した。

註2)*:P<0.05(5%以下の危険率で性別に有意差が認められた)

註3)・*:P<0.01(1%以下の危険率で性別に有意差が認められた)
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表3.日常ストレスの程度の性別比較

註1)比較:χ2検定を使用して日常ストレスの「大変」,「とても大変」の割合を性別に比較した。

註2)対象者:各ストレスとも表2の日常ストレスを経験した者を100%Nとした。

註3)*:Pく0.05 (5%以下の危険率で性別に有意差が認められた)

註4) *:P<0.01(1%以下の危険率で性別に有意差が認められた)

2。セルフェスティームからみたストレス対処行動

セルフェスティーム得点の平均の-1S.D.未満を低

群,±1S.D.以内を中群,+1S.D.より上を高群とし,

3群に分けた。男子では10~20点が低群,21~32点が

中群,33~40が高群となり,女子では10~19点が低群,

20~31点が中群,32~40点が高群となった。3群の人

数は男子が低群22人,中群134人,高群25人であり,女

子が低群30人,中群127人,高群31人である。

(1)男子のストレス対処行動得点

表6に示すように,積極的対処行動は高群9.8,中群

8.6,低群6.9であり,3群間に差がみられ,高群,中

群が低群より高かった。消極的対処行動は高群3.9,中

群5.7,低群7.9であり,3群間に差がみられ,低群が

中群,高群より高かった。

(2)女子のストレス対処行動得点

表7に示すように,積極的対処行動は高群7.3,中群

6｡9,低群5.6であり,3群間に差がみられ,低群より

中群,中群より高群が高かった。消極的対処行動は高

群3.0,中群4.2,低群5.4であり,3群間に差がみられ,

低群が中群,高群より高かった。

3。セルフェスティームからみたストレス個数とスト

レス得点

(1)男子のストレス個数とストレス得点

表8に示すように,ストレス個数は高群6.3,中群

7.3,低群9.9であり,3群間に差がみられ,低群が高

群より多かった。また,ストレス得点は高群12.0,中

群15.7,低群26.6であり,3群間に差がみられ,低群

が中群,高群より高かった。

(2)女子のストレス個数とストレス得点

表9に示すように,ストレス個数は高群6.1,中群

7.5,低群12.4であり,3群間に差がみられ,低群が中
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表4.ストレス対処行動の性別比較

註1)○:積極的対処行動

註2)×:消極的対処行動

註3)比較:χ2検定を使用してストレス対処行動の割合を性別に比較した。

註4)*:Pく0.05 (5%以下の危険率で性別に有意差が認められた)

註5) ･:P<0.01(1%以下の危険率で性別に有意差が認められた)

喪5.ストレス対処行動の性別比較

N.S.:性別に有意差がみられない。

表6.セルフェスティーム得点からみたストレス対処行動〈男子〉

表7.セルフェスティーム得点からみたストレス対処行動〈女子〉
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表8.セルフェスティーム得点からみたストレス個数・ストレス得点〈男子〉

表9.セルフェスティーム得点からみたストレス個数・ストレス得点〈女子〉

群,高群より多かった。また,ストレス得点は高群19.

5,中群17.3,低群37.0であり,3群間に差がみられ,

低群が中群,高群より高かった。

IV.考 察

本研究の小学生の日常ストレスで最も多かったのは

｢試験や試合などで失敗した｣であり,以下｢自分が

失敗するのではないかと恐れた｣,｢友達とうまくいか

なかった｣,｢自分の嫌なことをしなければならなかっ

た｣と続いた。これらは先の谷尾ら13)の小学生の調査で

も上位に上がっており,小学生のストレスとなってい

る出来事であると言える。中村ら16)の調査でもこれら

の項目は上位に上げられており,最も多かったのは｢自

分の成績のことで悩んだ｣の53.7%であった。この項

目は本調査では35.8%であった。中村らの調査では小

学校5年生から高校3年生までを対象としており,受

験生を多く含んでいたことからこのような結果になっ

たと思われる。

谷尾ら17)の中学生のストレス調査では｢自分の成績

のことで悩んだ｣が68.4%と最も多く,岡安ら18)の中学

生の調査でも,学業に関するストレッサーの経験率が

他の学校ストレッサーに比べて高いことが報告されて

いる｡竹中19)は,学業に関するストレスでは学習内容が

理解できないことが主であるが,真に学問的興味から

理解したいのにできないという苦痛ではなく,分から

ないとテストで高得点が得られないので受験で困る,

志望校に入れないという不安であり,また,教室内で

は勉強がよくできる者に対して,教師の関心やよい評

価が向けられることが多いことから,勉強が苦手な子

どもは理解できないという著痛とともに,自己を認め

てもらう機会も少なく,自己に対するイメージを低下

させる傾向があるとしている。しかし,学業によるス

トレスは,学習困難な子どもだけでなく,むしろ常に

優秀な成績をとり,周囲からの過剰な期待を担ってい

-

る子どもにも多くみられる2o)。このように学業に関す

るストレスは勉強ができる子もできない子と同じよう

に感していると言ってよい。

本研究で女子に多かったストレスは「自分の性格の

ことで悩んだ」,「自分の成績のことで悩んだ」,「自分

の顔やスタイルのことで悩んだ」であった｡中村ら16)の

調査でも,女子は男子より「自分自身についての悩み」

が多いと報告されており,女子の方が自分自身のこと

についでI揃んでいることが窺われる。

日常ストレスにおいて「大変」または「とても大変」

の割合が最も高かったのは「自分の大切なものを失っ

てしまった」であり,以下「誰かにひどくいじめられ

た」,「身近な人が重い病気になった,または亡くなっ

た」,「両親の仲が悪かったあるいは離婚した」と続い

た。この結果から,経験率の高いストレッサーが必す

しも強いストレス反応を表出させるとは限らないこと

が分かる。少数の子どもしか経験しないようなスト

レッサーであっても,それが子どもたちにとって重大

な意味をもつものであったら,様々なストレス反応を

引き起こす原因となることが考えられる。

本研究の「誰かにひどくいじめられた」の経験率は

16.3%と低かったが,その影響が「大変」,「とても大

変」とする割合は67.8%と高く,いしめの経験率は低

いが影響は大きいと言える。このことは谷尾13)の調査

でも認められている。島21)は学童期において大きなス

トレッサーの一つは残念ながら「いじめ」であるとし

ている。学童期になると,家庭や地域という場での生

活に加えて,学校という場での生活を新たに始めるこ

とになり,様々な新しい体験をするが,いじめの場合

重大ないじめの問題に発展しないように日頃の観察・

指導が大切となる。

森本22)は,頼れる友人がいることの情緒的支援網は

男女ともにストレスを減少させるが,男性ではそれが

間接的な効果に過ぎないのに対し,女性では直接的に
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ストレスを減少させることを報告している。相談者が

いることがストレスの低減に有効的に作用しているこ

とが分かる。本調査では「信頼できる人に相談する」

が最も多い対処行動であったことから,多くの児童が

相談していることが窺える。

清水23)は,父母と息子･娘との話し合いについて最も

比率の高いのは母と娘であって,この二者の意思疎通

が最もスムーズになされていると言う。男子が母親と

話さない理由には「話すことがない」と言い,疎通性

の断絶感に対して女子の場合はそれがかなり少ない。

「見守る父」,「厳しい母」など統制する親への許容は

女子のが高く,男子はどちらにも「自由にさせる」こ

とを求める度合いが女子よりも大きい23)。学校との関

係についても女子は「先生」から受容される関係を重

視し,男子は授業を重視してより手段的にとらえてお

り,ものの考え方への影響や,生きがいの感じ方に「友

人や仲間」など人間関係の重みが男子よりも大きいと

言える。本調査においても「信頼できる人に相談する」。

「人に話し,気持ちを分かってもらう」は女子が多かっ

たことからも,女子の方が相談相手を頼りにしている

ことが窺える。

大竹ら24)の調査では,小学生が採用するコーピング

(対処行動)は男女間で違いがみられることが報告さ

れている。男子がよく採用するコーピングは,1)行

動回避(大声をあげて怒鳴る・当たり散らすなどであ

り,2)気分転換(友達と遊ぶ･運動をするなど), 3)

認知的回避(たいした事ではないと考える・あまり考

えないようにするなど)の三つがあげられている。本

調査で男子に多かったのは「友達の家へ遊びに行く」。

「気分転換のため軽い運動をする」であり,これらは

気分転換のコーピングに当たる。一方,女子が多く採

用するコーピング24)は,1)問題解決(その状態を変え

ようと努力する･対策を立てるなど), 2)サポート希

求(人に問題解決の協力を頼む・どうしたらいいか聞

くなど),3)情動的回避(一人で泣く･我慢するなど)

の三つがあげられている。本研究で女子に多かったの

は「信頼できる人に相談する」,「人に話し,気持ちを

分かってもらう」,「買い物などをして気を晴らす」,「泣

きわめいたり取り乱したりする」であり,これらはサ

ポート希求,情動的回避に当たる。本研究においても,

男子は気分転換を行い,女子はサポート希求,情動的

回避を行っており,対処行動において性差を確認する

ことができた。

本研究の小学生のセルフェスティームとストレス対

処行動との関係をみると,セルフェスティーム得点の

高い子どもは積極的対処行動を多く行っており,セル

フェスティームの低い子は消極的対処行動を多くとっ

ていることが分かった。また,ストレス個数ならびに

ストレス得点においても,セルフェスティーム得点が

低い子どもの方が高く(逆から言えば,セルフェス

ティーム得点の高い子どもの方が低く),子どもの日常

ストレス,対処行動とセルフェスティーム間には極め

て強い関連が認められることが分かった。セルフェス

ティームの高い子どもはストレス対処をうまく行って

いることが窺える。従って,子どもたちのストレス対

処の支援にはセルフェスティームを高める視点からの

教育が大切であることが示されたと言える。

富田25)は,ストレスは人格形成の糧となり,思春期の

子どもたちには適度なストレスは必要であり,むしろ

様々なストレスにさらされて肯定され,大人への準備

をし,外界からのストレスは人格の成長にとって欠か

せないものであるとしている。生きていく上でストレ

スを完全に排除することはあり得ないことであり26)

ストレスをなくすとか減らすという考え方をするので

はなく,うまく対処していくことが大切である。

ストレス対処の教育の1つとして,竹中27)はストレス

マネジメント教育という実践を行い,状態不安改善に

効果があることを報告している。ストレスマネジメン

トとはストレスをなくすことではなく,ストレスの程

度が一定の幅でおさまり,安心して生活できるように,

自己コントロールができるようになることであり25)

ストレスマネジメント教育とはストレスの本質を知

り,それにうち勝つ手段を修得することを目的とした

健康教育であるとしている19)。ストレスマネジメント

教育では,不安や緊張に効果のある呼吸法やリラク

ゼーション法が行われている。しかし,ストレスの中

味としては不安や緊張だけでなく,抑うつ状態もあり,

それを解消するには自分を強めることである26)。自分

を強めることはつまりセルフェスティームを高めるこ

とにつながると考えられる。

高いセルフェスティームの子どもは自分が成し遂げ

たことを誇りに思う,人に依存しない振る舞いをする,

責任を引き受ける,新しいことに熱心に取り組むと

いった行動を示す27)｡一方,低いセルフェスティームの

子どもは恐れや不安を生じるような状況を避ける,自

分の才能を卑下する,他者の影響を過度に受ける,無

力感を感じるといった行動を示す28)。セルフェス

ティームは問題を上手に解決するのに役立ち,また,

問題を解決することによって高まる。つまりセルフェ

スティームは問題の原因でもあり結果でもあると言え

る。低いセルフェスティームを高めるにはこの悪循環

を絶ち切る必要があり,そのためには日常の具体的な

問題を自らの力で解決する経験を積み重ねることが重

要であると言える。

以上のように,小学生の日常ストレス,対処行動と

セルフェスティーム間には関連が認められことは,今

後,子どもたちがストレスにうまく対処していくため

には,セルフェスティームを高める視点からの教育指

導を取り入れることが大切であることが示唆された。
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V.要 約

本研究では小学校5・6年生369名(男子181名,女

子188名)を対象に日常ストレス･対処行動とセルフェ

スティームとを追究し,以下に示す結果を得た。

(1)小学生の日常ストレスは「試験や試合などで失

敗した」が最も多く,以下「自分が失敗するのではな

いかと恐れた」,「友達とうまくいかなかった」と続い

た。「試験や試合などで失敗した」,「自分が重い病気に

なった」は男子に多く,「自分の性格のことで悩んだ」,

「自分の成績のことで悩んだ」,「自分の顔やスタイル

のことで悩んだ」は女子に多く,日常ストレスには性

差が認められた。

(2)日常ストレスの影響として最も大きかったのは

「自分の大切なものを失ってしまった」であり,以下

「誰かにひどくいじめられた」,「身近な人が病気に

なった,または亡くなうた」と続いた。

(3)ストレス対処行動は「信頼できる人に相談する」

が最も多く,以下「勉強や趣味に集中する」,「困難に

立ち向かい,努力して乗り越える」と続いた。また,

「友達の家へ遊びに行く」,「気分転換のため軽い運動

をする」は男子に多く,「ｲ言頼できる人に相談する」,

「人に話し,気持ちを分かってもらう」,「買い物など

をして気を晴らす」,「泣きわめいたり,取り乱したり

する」は女子に多く,対処行動に性差が認められた。

(4)男女ともセルフェスティーム得点の高い子ども

は積極的対処行動が多く,セルフェスティーム得点の

低い子どもは消極的対処行動が多かった。

(5)男女ともセルフェスティーム得点の高い子ども

はストレスの程度(ストレス個数ならびにストレス得

点)が低かった。

以上の結果が示すように,小学生において日常スト

レス・対処行動とセルフェスティームとの関連を確認

することができた。今後,小学生のストレス軽減には

セルフェスティームを高める視点からの教育指導を取

り入れることが重要であることが示唆された。

本研究の一部は,平成14年度科学研究費補助金(基盤研究C

(2)課題番号14580190代表村松常司)により実施した。
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